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キノン 2 分子系においてこれまで報告されている中で最も長い電荷分離寿命(室温固相状態で1.8 日)を達成した。
第 5 章一第 10 章では水素結合や金属イオンによる電子移動反応の活性化や制御について検討した結果をまとめた。













最後に第 11 章一第 12 章では、生体内のシトクローム・シー・オキシダーゼの機能モデルとして、コバルトポルフ













(3) 我々の生命活動において、非常に重要な過程である酸素の 4 電子還元反応の制御とその反応機構の解明に成功
している。
以上のように、本研究はクリーンな物質変換を伴うエネルギー変換系を効率良く構築している自然界の光合成と呼
吸鎖に注目し、共有結合と非共有結合を利用した光電荷分離状態の長寿命化とその応用、電子移動反応における非共
有結合による活性化と制御、さらに多電子移動過程の金属錯体による精密制御に成功している。本研究の成果はエネ
ルギー・環境問題の解決に向けた重要なステップとなる。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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